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し
て
下
さ
い
。

~
課
税
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
っ
た
り

五
苔
容
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
期
限
内

正
に
文
書
に
よ
り
申
立
て
て
下
さ
い
。

i

尚
今
年
の
所
得
控
除
額
は

三
日
ま
で
に
申
告
書
の
~
一
、
基
礎
控
除
一
三

0
、

0
0
0
円

の
あ
り
ま
し
た
内
容
に
基
づ
き
住
民
税
~
一
、
配
偶
者
控
除
―

1
0、

0
0
0
円

の
通
知
書
（
普
通
徴
収
）
が
各
納
税
義

i-、扶
養

控

除

八

0
、

0
0
0
円

務
者
に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
納
二
、
配
偶
者
の
無
い
場
合
の
扶
養
一
人

期
は
第
一
期
六
月
末
日
で
す
か
ら
納
税
i

目

九

0
、

0
0
0円

八

0
、
0
0
0
円

通
知
書
を
よ
く
見

t
納
期
内
に
納
入
を
●
一
、

一
月
の

薮
正
が
大
巾
に
ぞ
こ
な
わ
れ

そ
の
中
で
支
給
額
や
保
険
科

工
げ
ら
れ
ま
し
た
。

パ
函
国
民
年
金
保
険
料
、四

~, 

．
か
を
顕
微
鏡
で
胴
べ
て
も
ら
い
ま
す
。

＂
一
口
医
学

、
一
'

i

家
族
に
一
人
患
者
が
発
見
さ
れ
た
ら

~
~
 

羞
員
が
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
注

料
引
上
げ
園
[
:
ロ
・

し
げ
工
り
ぃ

r
l
i
ぎ

ょ

う

虫

病

の

予

防

；

ノ

。

非

常

に

う

つ

り

や

す

い

寄

生

虫

病

〗
で
、
子
供
の
下
着
を
洗
っ
た
り
す
る
母

二
親
が
、
か
か
っ
て
い
る
こ
と
も
珍
ら
し

年
金
c
[
き
の
額
は
（
二
十
五
年
納
め
た
と
き
）
[

し
た
が
~
万
円
か
ら
九
万
六
千
円
に
障
害
年
金
[
子
供
が
夜
ヽ
床
に
は
い
っ
て
か
ら
歪
:
\
ぁ
り
ま
せ
ん

o

ど
も
引
：
も
六
万
円
か
ら
九
万
六
千
円
（
一
級
障
ェ
し
り
を
か
ゆ
が
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
ぎ
~
個
人
的
な
予
防
と
し
て
は
、
つ
め
を

;
9虫
症
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
亡
短
く
切
り
、
手
を
よ
く
洗
い
、
指
を
口

會
の
場
合
二
万
四
千
円
加
算
）
に
母
子

紀
年
金
、
準
母
子
年
金
の
額
は
年
五
万
五
3

虫
は
、
腸
の
中
に
い
る
と
き
に
は
卵
を
こ
に
入
れ
な
い
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
、
患

合

計

で

、

七

月

か

ら

二

千

二

百

円

か

ら

九

万

一

千

二

百

円

（

子

．

生

み

ま

せ

ん

か

ら

便

を

検

査

し

て

も

ら

]

有

の

バ

ン

ツ

は

毎

日

と

り

か

え

て

熱

湯

今
月
は
、
ン
ク
ー
特
別
会
計
こ
い
た
だ
い
て
い

0
円
。
証
空
か
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
二
人
目
か
二
っ
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
朝
起
き
て
、
こ
に
つ
け
て
洗
い
、
夜
具
類
は
で
き
る
だ

当
初
予
算
の
概
要
を
記
し
ま
す
。
盃
山
の
業
務
費
と
同
額
で
す
3

こ
れ
は
全
＂

；
っ
一
人
に
つ
き
四
千
八
百
円
加
算
）
に
＂
ま
た
排
便
し
な
い
前
に
、
肛
門
あ
た
り
真
け
毎
日
日
光
に
さ
ら
す
こ
と
。
電
』

歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
、
一
千
三
盃
明
、
牛
乳
代
、
パ
ン
代
、
野
菜
代
、
魚
[

す
ぐ
に
は
が
；
う
じ
機
に
よ
る
部
屋
の
そ
う
じ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
大
巾
な
引
上
げ
が
芸
こ
正
に
七
ロ
テ
ー
プ
を
は
り
、

こ
れ
ま
で
の
保
険
料
の
額
は
、
三
十
：
と
、

百
九
万
一
千
円
で
す
。
前
年
度
と
比
較
五
代
、
肉
類
、
そ
の
他
醤
油
味
噌
等
あ
ら
~

了
し
て
そ
れ
に
卵
が
つ
い
て
い
る
か
ど
う
~
予
防
に
は
有
効
。

五
才
未
満
の
人
は
二
五

0
円
、
三
十
五
i

な
わ
れ
夜
し
た
。

致
し
ま
す
と
、
八
万
六
千
円
減
と
な
っ
ぷ
ど
る
、
給
食
材
料
代
金
と
し
て
使
用
致
~

牙
以
上
の
人
は
三0
0
円
と
年
令
に
応
・
~
こ
の
よ
う
に
、
年
金
給
付
類
の
引
上
ぃ

を

て
念
り
ま
す
。
こ
れ
は
生
徒
、
児
童
が
丁
し
ま
す
。
．

績

七
月
二
げ
に
伴
な
っ
て
、
そ
の
給
付
財
源
で
あ
[

．
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
茂
し
た
が
、

少
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
前
年
度
＿
‘
[
次
に
歳
入
の
繰
入
金
、
三
百
九
拾
万

i,

成

＂
か
ら
は
年
令
に
関
係
な
く
一
律
に
四
五
；
る
保
険
料
の
額
も
、
当
然
こ
れ
に
見
合

i

）

の

二
五

0
名
、
本
年
度
一
、
一
七

0
名

、

ぷ
E
は
町
が
負
担
ナ
る
金
額
で
す
。
こ
れ

度

り

。

」
っ
だ
引
上
げ
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
す
。
~

で
八

0
名
へ
っ
て
苓
り
ま
す
。
こ
は
オ
出
総
務
費
と
し
て
、
給
食
七
ン
ク
バ
）
円
に
な
り
ま
し
た
。
．

年

通

す

4

の

ま

内

容

は

次

表

の

通

り

で

す

。

ー

職

員

Q
給
料
、
手
当
、
通
信
費
、
自
"

傭
◇
国
民
年
金
は
、
そ
の
時
の
生
活
水
準
[
ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
ぃ
理
由
の

~
4

記
し

歳

入

動

車

用

燃

料

、

設

備

品

の

修

理

代

、

し

昭

で

い

~
や
経
済
の
変
動
に
応
じ
て
改
善
。
：
あ
る
と
き
は
、
保
険
料
納
付
を
免
除
す
~
和
下
た

一
、
給
食
料
・
・
・
九
、

0
五
六
千
E

品
の
購
入
代
金
等
に
使
用
致
し
ま
す
。

（

鎖

い

：
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
説
明
を
[

二
、
繰
入
金
：
．
士
一
、
九

0
0
、II

9

年
金
額
が
改
善
さ
れ
れ
ば
そ
れ
に
伴
~
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
の
年
金
係
で
~
せ
閉
願

納

苓

I
I

要
し
な
い
と
存
じ
度
ナ
か
ら
省
略
致
し
~

三
、
繰
越
金
：
葎

'
1
0
0

出

＜

f

ノ

：
っ
て
保
腔
料
も
変
っ
二
て
く
る
乙
で
す
。
い
｛
」
た
ず
か
く
だ
さ
い
。

r-

四

、

収

入

：

：

三

五

茂

す

。

の

し

~
こ
の
た
び
の
法
律
の
改
正
で
、
老
令
~

.
n
H

日

る

以
上
が
四
十
五
年
度
の
給
食
セ
ン
ク
i

一
三
、

0
九
一

0
円
~
町
民
税
県
民
税
を
各
々
計
算
し
て
合
~
年
＾
1
よ

出

ー

特

別

会

計

当

初

予

算

あ

ら

ま

し

で

[

(

特

別

障

害

者

）

九

0
、

0
0

月

度

一
、
生
命
保
険
科
控
除
~
計
し
た
額
~
お

3

も

す
が
、
保
護
者
各
位
の
的
な
ご
協
-

刀
を
得
て
、
よ
り
艮
い
に
致
し
度
•
最
高
：

．．
 
尋
・
ニ
五
、

0
0
0円
」

均

等

割

＂

り

5

年

り

今

]

躊

ょ

尚

~
町
民
税
三
0
0
円

い
と
思
い
、
苓
気
点
又
は
、
~
一
、
社
会
保
険
科
控
除

に

。

支
払
額
全
部
控
除

i

県
民
税
I
O
0
円
｀
•
ー
・
9こ
、

慮
な
く
せ
下
さ
い
。
~

~
但
し
夫
が
老
年
、
障
害
等
に
て
課
[
曲
力
す
協

ま

一

、

医

療

費

控

除

・

所
得
額
の
五
伶
を
起
え
て
い
る
~
税
さ
れ
な
い
場
合
妻
に
課
さ
れ
る
．
＾
ご
し

零

疇

紬

額
で
最
高
三
0
万
円
ま
で
~
扶
養
親
族
中
（
配
偶
者
老
年
者
除
く
）
~

一
、
事
業
専
従
者
控
除
｀

i
成
人
者
は
町
県
分
計
二
0
0
円
~
税
謝

鱈

疇

青

申

給

与

制

＇
」
白
申
十
五
万
円
ま
で
二
お
し
ら
せ
ー
—
〈
>
[
が
し

税

ま
町

き
の

で

出
張
衛
生
相
談

所
得
割
税
率

三
時
i

度
が
＇

年
と
・
’

納
税
通
知
書
の
裏
面
に
記
載
ご
汗
生
、
七
月
六
日
、

4

こ忙

計
算
方
法
ー
表
面
の
諜
税
総
所
得
金
i

ま
で

i
三

"

4

る，

和

げ

額
に
該
当
欄
の
税
率
を
乗
じ
て
税
を
芦
臨
の
尾
、

昭

あ

し
た
額
よ
り
累
進
担
除
を
し
た
エ
時

三
時
~

し、
て少

一

の
給
食
料
、
九
百
五

は
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
毎
月
納
入

II 
II ぐ．

千
円

三
、
九
八

0

"

五
互
”

••II 
4
合
、

ン

民

の

，保 ーヽビ
，．
 

4
9
“

り

七
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十
日
、

一
時
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町
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4月

5月

膏
検
察
庁
の
仕
事
全
般
に
つ
い
て
、
三
そ
の
ま
ま
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
大
洲
~

~
し
改
善
す
ぺ
き
点
が
あ
れ
ば
‘
]
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

i
·

~
検
事
正
に
対
し
て
そ
の
点
を
指
摘
臼
用
は
い
り
ま
せ
ん
。

~
し
て
改
め
る
よ
う
申
し
入
れ
を
し
~
大
洲
市
三
の
丸
裁
判
所
構
内

i

[

電

話

大

洲

④

二

八

番

る
検
察
審
査
会
と
は
ど
の
よ
う
な
制
度
i

ま
す
。

ioこ
ん
な
不
満
を
も
っ
て
い
る
人
は
い

i

"

は
、
ぐ
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
~
で
し
ょ
う
か
。

例
年
七
月
を
迎
え
る
と
水
の
~

i

検
察
審
査
会
は
、
国
民
の
中
か
ら
選
~
ま
せ
ん
か
。

よ
る
犠
牲
者
が
目
立
っ
て
ふ
え
ま
す
。

i

し
て
苓
く
。

ぱ
れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
検
察
~
交
通
事
故
、
詐
欺
、
を
ど
し
な
ど
犯
一

昨
年
六
月
か
ら
八
月
の
あ
い
だ
に
、
水
~
ゥ
、
幼
児
に
は
、
用
水
堀
や
川
な
ど
．

わ
か
り
芦
目
の
仕
事
の
や
り
方
を
審
査
す
る
制
度
漏
介
の
被
害
に
あ
っ
て
警
察
、
検
察
庁
に
[

の
事
故
で
死
亡
し
た
者
は
、
全
国
で
一
、
~
が
な
ぜ
ぁ
ぷ
な
い
か
を
、

゜
~
で
す
。
言
葉
を
か
え
て
い
え
ば
、
検
察
正
訴
え
た
が
、
検
警
官
が
そ
の
事
件
を
裁
~

や
す
く
、
く
り
返
し
教
え
て

hv.

九
二
三
人
に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
~

ふ
E
の
仕
事
の
う
え
に
一
般
国
民
の
良
識
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
な
っ
~

の
う
ち
半
数
を
占
め
る
九
四

0
人
は
、

i

エ
、
家
の
近
く
に
危
険
な
場
所
が
あ
i

・
る
と
き
は
、
近
所
の
人
た
ち
と
相
」
を
反
映
さ
せ
る
制
度
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ェ
と
く
が
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
か
た
は
、
~

\l\

;|;\~||\\ 

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
な
っ
て
い
ま
~

談
し
て
、
早
く
フ
ク
な
ど
を
つ
く
i

検
察
審
査
会
は
次
の
二
つ
の
仕
事
を
ぃ
ぃ

す。

[
七
月
学
校
給
食
献
立
“

し
ま
す
。

子
供
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
幼
児
が
~
る
。
．

~
L
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
の
当
店
の
~

事
故
に
あ
う
危
険
が
大
き
く
、
そ
の
王
二
、
施
設
の
管
理
者
な
ど

〗
、
言
翠
三
．
｛
た
鱈

~
ア
、
危
険
区
城
に
は
、
水
泳
禁
止
の
~
審
査

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

立
て
札
を
、
子
ど
も
に
も
よ
く
わ
i

検

察

官

が

事

件

を

不

起

訴

に

し

ン

る

の

ッ

ツ

ッ

ん

幼
児
が
事
故
に
あ
っ
て
い
る
場
所
は
、
}

用
水
堀
を
は
じ
め
河
川
、
湖
、
池
、
海
‘
[
か
る
よ
う
、
数
多
く
早
く
た
て
る
。
i

た
こ
と
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
、

i

イ
、
参
加
人
員
に
見
合
っ
た
安
全
施
i

例
え
ば
事
件
の
捜
査
が
不
充
分
で
食
ビ
よ

5

．
ヒ
キ
キ
ス
キ
け
に

防
火
用
水
な
ど
で
す
。

ん
子
ん
ゃ
ー
り
ん
ん
ぎ
ビ
ん
い
ッ

行
為
別
に
み
ま
ナ
と
、
水
遊
び
、
通
~
設
を
整
備
す
る
、
特
に
救
命
用
具

i

あ
っ
た
り
、
事
実
の
判
断
を
誤
っ
り
一
を
く
ン

ぷ
調
じ
に
グ
う
嘩
じ
ね
ン
じ
し
べ

み

行
中
、
魚
と
り
な
ど
で
す
。
又
保
腰
者
[
や
救
命
艇
の
準
傭
を
し
て
苓

v

゜
~
た
り
な
ど
し
て
い
な
ぃ
か
を
審
査
ど

い
の
ん
ん
ゅ
ん
ま
リ
ん
し
ャ

か

体

こ

き

に

に

た

グ

干

キ

が
同
行
し
て
い
な
い
場
合
が
、
同
行
が
~
ゥ
、
海
水
浴
場
の
規
模
に
応
じ
た
監
}
し
ま
す

c

あ
っ
た
場
合
に
比
べ
て
三
倍
近
い
事
故
i

視
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
参
加

[

2
検
察
事
務
の
改
善
に
関
す
る
裏
讐
g

質
品

勧
告

が
起
っ
て
い
ま
す
。
~
者
へ
の
注
意
事
項
を
徹
底
さ
せ
る
。
[

る一な
＜
 

幼
児
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た
め
次
~
ェ
、
遊
覧
船
、
釣
船
、
ボ
ー
ト
な
[

ド

食

わ

:
I
八
月
四
日
ー

に
ば
肉

の
点
に
つ
い
て
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
~
ど
の
業
者
は
程
只
“
船
の
禁
止
~

赤

血

~
県
政
相
談
所
の
開
設
戸
～
や
ち

い。

i

は
も
ち
る
ん
、
悪
＝
中
で
の
船
i

一
、
保
護
者
な
ど
苓
と
な
一
般

i

出
を
絶
対
や
め
る
。
外
i
i

た

ア
、
幼
児
か
ら
常
に
目
を
離
さ
な
い
~

i

八
月
四
日
（
火
）
の
十
時
か
ら
十
六

よ
う
、
母
は
と
り
わ
け
注
意
す
i

蒔
ま
で
大
洲
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
苓

る。

ば
い
て
、
県
政
相
談
所
が
次
の
要
領
に
よ

イ
、
幼
児
の
び
友
だ
ち
の
母
親
と
i

~
っ
て
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

ぶ。ぃ，

~
0目
的
県
行
政
に
関
す
る
相
談
、
苦

藷
＼
要
望
、
照
会
等
に
こ
た
え
、
そ
の

嵐
埋
の
過
程
を
通
じ
、
積
極
的
に
県
政

i

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
県
民
の
県
政
に

紆
す
る
理
解
、
認
識
を
深
め
県
政
の
効

箪
的
な
運
営
に
資
す
る
。

[
0
希
望
者
の
申
し
出
相
談
を
さ
れ
た

ぶ
方
は
、
相
談
ヵ
ー
ド
に
よ
っ
て

ぷ

が

、

町

の

ミ

日

日

日

9

2

 

日

日

日

日

日

日

日

5

6

7

9

1

2

 
1

1

 
ー

l 6日

1 9日

21~23日

2 6日

婦人会総会

汗生林道竣工式

瓜畦水道完成式

心配ごと相談

軍恩連絡会

庁舎大掃除

PTA連合会総会

目衛隊父兄会

交通安全協会支部総会

宮武氏叙勲祝賀会

部落長研修旅行

社会福祉協議会総会

を

の

か

ろ
う

と

品
でんぷん一％しぼう
働く力ゃ体
じゃがいも
さとう

金

あじ さつまあげ

ちりめん
ソーセージ
粉チーズ

きつねうどん うどん

厚あげ―のも祖る マロニー

ヘ

のクル
かけ

じゃがいも マロ
ニー
そうめん
油さとう

中華そば

小ー、

I Iさとう
じゃがいも
さとう
:;; 
しゃがいも
ココア

みかん
もも国なし個
レーズン
キャベッ
んにゃく

たまねぎ
トマト にんじん
キャベッ

名
も

たまねぎ

キャベッ

＜ 
戸ャベツ
り たまねぎ
ーズン•• -.、、
キャヘノ

わかめ

にんじん
キャベツ
グリンビース a 

にんじんキャペッ
グリンピース

l
ー

、

ー

t
|
,
1
,
9
＼

ー

、

1
f
lL 

たまねぎ

21 
火

22
水
＿
2
3
木

き肉ー豆腐
げかまぼこ
ご

一
プリン

2 4 ちくわの照煮 マカロニ

9
リ
ー
し
＼
―
ヽ

ソーセージ

にんじんキャベッ
グリンビース
どぽう こんにゃ
にんじんキャベッ
グリンビース
キャペツ にんじん
きゅうり たまねぎ

f
¥
l
`
Iし
＼

＼

ー



道
路
交
通
法
の

．
定
さ
れ
た
歩
道
を
、
歩
行
者
の
通
愛
媛
県
が
ん
予
防
協
会
が
、
ガ
ン
検
戸
目
か
ん
は
自
覚
症
状
が
出
来
て
か
ら
で
．

＂
行
を
妨
け
な
い
よ
う
化
し
て
通
知
ご
診
車
(
-
-
＿
台
）
化
よ
り
四
十
四
年
度
中
＇
は
手
お
く
れ
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
{

、
早
期
治
療
以
外
に
今
の
と
~

．

す

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

に

行

な

っ

た

胃

の

検

診

の

結

果

、

県

下

二

早

期

発

見

．
今
年
は
植
菌
後
の
降
雨
も
順
調
で
六

こ
る
胃
か
ん
を
克
服
す
る
道
は
あ
り
ま
―

で
、
胃
か
ん
四
九
人
（
早
期
が
．

~
⑱
高
速
自
動
車
道
お
よ
び
自
動
車
専

i

ん
二
六
人
、
進
行
が
ん
ニ
―

-7？
せ
ん
°
毎
年
行
な
い
ま
す
こ
の
検
診
を
五
月
に
入
っ
て
長
雨
の
状
況
と
な
り
、
過

"
A
9
 

i

用
道
路
紅
お
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
[

ん
で
受
け
て
い
た
ゞ
く
よ
う
御
願
嘉
皿
に
よ
る
雑
菌
の
浸
入
が
心
配
さ
れ
ま

~
不
足
な
ど
に
よ
っ
て
停
止
す
る
お

i

胃
潰
慟
七
―

i―
一
人
、
胃
炎
八
三
〗
すA

｝
す
の
で
、
原
木
の
管
理
に
気
を
つ
け
て

•
よ

[
そ
れ
の
あ
る
自
動
車
の
運
転
が
禁

i

一
人
、
十
二
指
腸
潰
賜
―
―
―
―
―
~
い
~
し
ま
す
。

人
、
胃
ポ
リ
ー
プ
九
二
人
、
そ
．

L
胃

集

団

検

診

一

仄

の

作

業

を

進

め

て

下

さ

い

。

・
し

~
止
さ
れ
ま
す
。

i
仮
伏
の
も
の
は
早
く
本
伏
に
す
る
。

．． 

の
他
二
六
六
人
が
診
断
さ
れ
注
＂

~
ま

広
伏
込
み
原
木
の
積
み
替
え
を
す
る
。

し
た
。
〗
対
象
者
四
十
オ
以
上
の
男
女
、
但
し
．

~
け

口

こ
の
ガ
ン
検
診
車
に
よ
る
胃
ぃ
特
別
の
場
合
四
十
オ
未
満
の
；
＆
林
内
伏
で
笠
木
の
厚
い
も
の
は
取
除

」
受

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
~
拡
大
。
：

L

交
通
巡
祝
員
制
度
か
新
設
さ
れ
、
i
L
r
-

'¥/0 

人
も
検
診
出
来
る
。

し

律
は
、
五
月
二
十
一
日
に
公
布
さ
れ
、

[

5
少
年
に
つ
い
て
も
交
通
反
則
通
告
交
通
巡
祝
貝
は
運
転
者
に
対
て
誉
-
払
多
の
検
診
を
本
年
賑
は
八
月
二
十
．

す
。
．
察
官
と
同
様
に
次
の
権
限
を
も
ち
ま
~
炭
六
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
四
]
仮
診
日
八
月
二
十
六
日
よ
り
二
十
九
；
こ
周
囲
の
下
刈
り
、
掃
除
を
行
な
っ
て

~
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

八
月
二
十
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ

~
通
風
を
計
る
。

~
日
間
に
行
な
う
こ
と
匹
な
っ
て
．
日
ま
で
の
四
日
間

）
 

・
す
。

の
改
正
は
最
近
の
交
通
事
情
を
検
討
し
‘
[
創
運
転
免
許
の
停
止
等
を
過
去
一
年
・

U

;

5

比
較
的
乎
坦
な
場
所
で
は
排
水
を
計

お

り

ま

す

か

、

一

日

七

十

人

の

こ

検

診

料

金

一

人

五

0
0
円

~
肯

激
増
す
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
i

以
内
に
受
け
て
い
る
人
で
も
、
軽

;4
故
障
な
ど
の
た
め
禁
止
に
違
反
し
＂

い
る
車
両
を
警
察
官
等
~
検
診
で
、
四
日
間
忙
二
八
十
人
ぶ
中
込
み
申
込
書
を
部
落
長
え
送
り
ま
~
る
。

~
徹
な
反
則
行
為
を
し
た
場
合
は
、
~
て
駐
車
し
て

に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

~
交
通
反
則
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
？
か
移
動
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
[
の
検
診
が
出
来
注
す
の
で
希
望
す
の
で
ヽ
部
落
で
ま
と
め
て
[

[

申

込

み

を

し

て

下

さ

い

。

＂

一
運
転
者
の
み
な
さ
ん
一

[
4

交

通

ル

ー

ル

か

次

の

よ

う

に

変

り

[

に

＇

貪

悶

言

車

両

の

連

羞

は

申

込

み

を

し

て

下

さ

い

o

・

i

転
者
か
負
担
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
~
こ
の
胃
の
検
診
は
、
胃
か
ん
等
の
早
＂

い
る
い
る
~
ま
す
。

l

飲
酒
運
転
に
つ
い
て
、

バ
ス
（
定
員
十
一
人
以
嘉
知
発
見
の
た
め
匠
行
な
わ
れ
る
心
の
で
、
•

マ
イ
ク
ロ

な
点
で
き
び
し
く
な
り
ま
す
0

:
 

~
交
差
点
の
手
前
で
進
行
方
向
別

(
:
3

直
進
・
右
折
・
左
折
）
に
車
両
通i
上
＝
―
十
人
未
湾
）
か
大
孟
自
動
車
と
~

①
飲
酒
連
転
が
い
っ
さ
い
禁
止
さ
れ
~

乾
し
い
た
け

[
行
帯
か
指
定
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

9

み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
う
経
~

ま
す
。

．
過
措
置
は
六
ヶ
月
制
と
さ
れ
る
予
定
~

そ
の
部
分
を
進
行
し
な
け
れ
は
な

似
酒
酔
ぃ
運
転
の
罰
則
引
き
に
げ
、
・

共
進
会
肋
催

i

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
い
っ
[
で
、
普
通
免
許
し
か
な
ぃ
人
は
こ
の
~

懲
役
刑
の
最
高
が
一
年
か
ら
二
年
i

~
坦
間
侭
大
型
免
許
を
受
け
な
い
と
マ
り

に
引
き
上
け
ら
れ
ま
す
。
又
政
令
~
．
れ
も
違
反
す
る
と
三
万
円
以
下
の

[
県
な
ら
び
に
県
森
連
共
催
の
本
年
度
[

[
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
す
る
こ
と
が
で

罰
金
。

改
正
で
点
数
が
九
点
か
ら
十
二
点
i

い
・
愛
媛
県
乾
椎
茸
共
進
会
が
六
月
二
日
松
~

i

釦
車
両
通
行
帯
を
区
別
す
る
道
路
標
i

き
ま
せ
ん
。
又
二
十
オ
に
洞
た
な

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
．

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

□
山
市
の
県
森
連
に
於
て
出
品
四
0
0
点
~

＠
酒
気
ぉ
び
運
転
に
罰
則
、
現
行
の
~
示
が
特
別
な
も
の
（
黄
色
の
実
総
）

i
人
に
つ
い
て
は
、

、
そ
の
標
示
を
こ
[
遥
転
す
る
た
め
の
大
型
免
許
を
与
え
二
匹
て
盛
会
裡
に
開
催
ヽ
肱
廿
町
椎
茸
生
[

酒
気
お
び
運
転
（
身
体
に
政
令
で
~
で
あ
る
と
き
は

え
て
進
路
変
更
を
し
て

レ

定
め
る
程
度
以
上
の
ア
ル
コ
ー
J

.

い
こ
と
匠
な
り
ま
す
。

を
保
有
し
て
運
転
八
輻
車
両
を
除
~

v
>
し
た
場
合
は
酔
っ
て
い
な
く
ぃ
＠
児
童
、
幼
児
等
の
乗
降

中
の
通
学
通
園
バ
ス

て
怠
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
）
（
三
ヶ
~
単

月
以
下
の
懲
役
叉
は
三
万
円
以
下
[
通
過
す
る
と
き
は
除
行

~
を
確
認
し
な
け
れ
は
な

の
罰
金
）

釦
警
察
官
か
、
飲
涸
運
転
に
よ
る
危
i

と
に
な
り
ま
す
。

険
を
防
止
す
る
た
め
に
行
な
う
呼
d

い
歩
道
お
よ
び
車
道
と
区

気
検
査
を
受
け
る
こ
と
か
義
務
づ
~
転
車
道
が
設
け
ら
れ
て

~
匠
は
、
自
転
車
以
外
の

け
ら
れ
ま
す
。

2

悪
質
な
違
反
、
事
故
を
し
て
免
許
~
の
自
転
車
道
を
通
行
し

を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
の
免
許
を
受
~
ま
せ
ん
。
自
転
車
は
こ

け
る
こ
と
か
で
き
な
い
期
開
は
三
年
~
道
を
通
行
し
な
け
れ
は

こ
と
侭
な
り
ま
す
。

ま
で
の
範
囲
内
で
延
長
さ
れ
ま
す
。
~

＆
交
通
反
則
通
告
制
度
の
適
用
範
囲
~
飼
自
転
車
は
、
道
路
標
識

凸
包冒

）
 

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
二
産
販
売
協
議
会
か
ら
は
四
囮
人
参
加
研
i

は

な

ら

な

ぃ

る

雇
し
た
。

で

の

た

め

停

:

[

ー

:

，

な

さ

:
|
l

．
林
判
庁
長
官
賞
（
こ
う
し
ん
）
新
田
．
表

の
側
方
を
~
ー
星
（
内
子
）
、
（
茶
花
ど
ん
こ
）
菊
池

i
湯

し
て
安
全
：
l
涸
酔
い
運
転
等
を
命
じ
ま
た
は
容
：
千
代
子
（
長
浜
）
、
特
選
（
こ
う
し
＆
．
日
日

•
本

ら
な
い
こ
~
認
し
た
場
合
の
罰
則
か
運
転
者
と
同
玉
新
田
栄
、
（
茶
花
ど
ん
こ
）
菊
池
千
代
~

~
じ
に
な
り
ま
す
。
：
子
、
（
ど
ん
こ
）
新
田
栄
と
上
位
入
賞
~
太

1
/

別
し
て
自
・
2

飲
涸
連
転
を
命
じ
ま
た
は
こ
れ
を
口
は
内
子
、
長
浜
が
独
占
し
、
本
町
か
ら
~
＊

い
る
場
合
[
容
認
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
碑
示
止
さ
二
の
出
品
は
奨
励
賞
に
も
入
ら
ず
ヽ
ま
だ
~
饂

8

車
両
は
こ
[
れ
ま
す
o

但
し
、
毘
訓
則
に
つ
ぃ
て
は
工

H
だ
生
産
技
術
の
向
上
忙
努
ヵ
す
る
必

~
t

て
は
な
互
運
転
者
が
飲
酒
運
転
の
禁
止
違
反
の
i

要
が
あ
る
と
良
質
茸
生
産
の
決
意
を
新
，

n
r

)
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の
自
転
車
i

罰
則
に
触
れ
る
よ
う
な
運
転
を
し
た
i

た
匠
し
た
。

~
似

な
ら
な
い
[
場
合
に
限
ら
れ
ヽ

i一
百I
以
下
の
懲
役
~

~
ま
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
と
さ
れ
~

匠
よ
り
指
~
ま
。

八

月

二

十

日

か

ら

部

が

改

正

さ

れ

ま

す

S 4 5. 6. 2 0 

追 加

乾しいたけ相場表

昭和45年 6月8日市

未口径すぎ OOきまつその他

7cm下 85 I 87 松パルプ材

8 上 64 I 7 2 I I 1.5 m--2.1 m 

12"1 61 ぅ15 未口 6cm.上

1 6 1✓ I 6 3 I 1 o 5 I I 24円30銭
30ul 721130 

7下 66 68 

8上 51I 53 

1 3’/ 83 15 5 

1.6 ° I 7 1 I 1 30 

7下 27 I 30 
8上 2o I 25 
16,,I 321 38 

2. 1 m 13 o,, I 5 4 I 48 
1.0m¥12上 15I 2 o 
6. 0 m I 13上 831170

丘函上足場 1mにつき面～100円

長さ
~ ~ 

4. 0 m 

4. 2 m 

3. Om 

3.2 m 

2. Om 

雑パルプ材
1.5切～2.1m

未口6cm上

19円20銭

松箱材
2.lm 

未口14cm上
29円～32円

本表は肱川町内の自動車土場の価格です。（坦当り）

故化，運賃や市場手数料など差引いたものです。

県森辿椎茸共販売所における

相場

1. 

會
9
]
 

入札の月日

S 4 5. 6. 15 

価 格

高値 3. 1 6 0円

中値 2,110円

安値 1,0 0 0円

（
森

林

組

合

）

し
い
た
け
原
木
管
理



l
台
風
か
近
づ
く
前
の

①
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で

や

情

報

な

ど

防

災

上

の

項

を
よ
く
視
聴
し
て
、
そ
の
内
容
に

応
じ
た
対
策
を
た
て
る
。

i

台
風
が
近
づ
く
と
、
深
夜
で
も
気
[

象
情
報
等
か
放
送
さ
れ
る
の
で
、
・

台
風
の
位
置
進
路
予
想
、
暴
風
’

雨
圏
を
た
し
か
め
る
よ
う
侭
す
る
。

＠
停
電
に
そ
な
え
て
、
懐
中
電
燈
、

ロ
ー
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
等
を
用
意
す
る
。

糾
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
場
所
を

確
認
し
、
安
全
な
道
顧
な
ど
を
家

族
全
員
に
徹
底
し
て
お
く
。

い
隣
近
所
の
人
と
の
連
絡
方
法
』

め

て

お

く

。

し

2
台
風
が
近
づ
い
た
と
き
の
準
備
，

①
飲
料
水
を
容
器
に

゜
ン

f‘

と

も

匹

．

に

す

る

。

，

木

製

の

も

の

、
出
入
口
~
な
る
べ
く
風
の
吹
き
抜
け
る
隙
間
を
．

心
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
~
2

特
侭
火
の
元
は
か
な
ら
ず
切
っ
[

‘
-
5

台
風
下
の
行
勘
匹
つ
い
て
~
窓
、
出
入
口
は
し
な
く
り
入
れ
た
方
が
よ
い
。
·

て
お
く
。

i

台
風
が
通
過
し
た
後
の
注
意
~

釦
外
比
す
る
と
き
は
、
目
的
、
行
き
[
な
ら
な
い

o

伊
勢
湾
台
風
で
も
~

は

紀
学
用
品
の
保
管
に
注
意
す
る
。
＾

雙

雨

か

長

く

続

く

と

地

盤

が

ゆ

る

[

危

経

崎

應

翠

定

時

刻

等

念

果

の

色

た

も

の

は

;

；

り

L
|
|
|ー

I
|
l

l
た
れ
さ
が
っ
て
い
る
電
線
に
は
決
し
i

9

知
ら
せ
て
お
く
0

•• 

:
し
た
雨
戸
で
あ
っ
た
。
す
べ
て
の
所
i

み
、
か
け
く
ず
れ
の
起
る
危
険
が
~

な
い
で
、
直
ち
侭
交
番
，

~
似
2

人
以
上
の
と
き
は
、
お
互
い
に
~
か

l
つ
に
な
っ
て
は
じ
め
て
効
果
が

i

て
手
を
ふ
れ

あ
る
の
で
十
分
警
戒
す
る
。

ロ
ー
プ
や
竹
~
あ
る
の
で
、
一
枚
は
ず
さ
れ
た
ら
吹
~
か
電
力
会
社
匠
辿
絡
す
る
。

手
を
つ
な
ぐ
と
か
、

ま
た
付
近
の
危
険
地
城
を
把
掘
し
・

;
2
浸
水
地
城
で
は
伝
染
病
の
発
生
が
予
[

[
ざ
お
等
で
迪
絡
し
て
歩
く
。
~
き
抜
け
る
よ
う
忙
反
対
側
の
雨
戸
を

¥J' 

て
お
く
。
｀

で
、
消
毒
、
乾
燥
お
よ
[

i

釦
こ
わ
れ
そ
う
な
塀
の
そ
は
を
通
る
]
開
け
な
い
と
屋
根
な
ど
を
吹
き
飛
は
}
想
さ
れ
る
の

⑥
堤
防
や
設
岸
の
近
く
忙
住
ん
で
い
＂

と
き
は
、
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
．
さ
れ
て
思
わ
ぬ
被
害
を
受
け
る
こ
と
~
び
節
制
に
心
か
け
る
。

る
人
は
、
川
や
海
の
水
か
さ
に
注
[

,
；
3

災
筈
地
で
は
サ
ギ
や
押
売
り
が
ふ
え
~

と
と
も
匠
付
近
の
危
険
区

-
9

撰
か
ら
離
れ
て
歩
く
。
~
が
あ
る
。

意
す
る

う
じ
ゃ
く
り
（
凹
凸
を
~
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
~

っ
て
川
や
池
か
あ
る
場
合
[
-
戸
は
、
印
る

~
④
道
に
そ

域
を
把
握
し
て
お
く
。

~
と
き
は
直
ち
匹
飾
祭
へ
連
絡
す
る
。
[

口
う
よ
り
に

は
、
川
ゃ
池
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
‘
[
造
り
戸
と
戸
か
か
ら
み
ム

~
4避
難
す
る
と
き
の
注
意
[

し
た
も
の
）
こ
れ
が
な
い
と
き
に
は
；
孟
四
岸
ぞ
い
の
道
路
は
、
下
の
土
か
洗
[

風
に
吹
き
と
は
さ
れ
な
い
よ
う
注
[

[
い
市
町
村
長
、
薔
察
官
な
ど
か
ら
避
[

．
ぃ
流
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
・

i

カ
ン
ヌ
キ
を
つ
け
て
し
っ
か
り
し
は
~

離
準
備
の
勧
告
や
指
示
が
あ
っ
だ
•
]
意
す
る
。

特
~
自
動
車
等
の
運
転
に
は
特
に
注
意
す
~

・
ら
、
い
つ
で
も
避
雛
の
で
き
る
よ
．
側
嵐
の
中
で
は
、
お
互
い
の
声
が
な
~
る
よ
う
に
す
る
。
ガ
ラ
ス
戸
は
、

~
か
な
か
と
ど
か
な
い
の
で
、
指
導
[
忙
ガ
ラ
ス
と
サ
ン
の
取
り
付
け
を
胆
る

o

[

9

準
備
す
る
。

女

子

、

子

供

、

老

人

、

病

弱

者

は

．

者

は

、

メ

ガ

ホ

ン

、

携

帯

用

拡

声

ぺ

る

必

要

が

あ

る

。

ガ

ラ

ス

を

押

え

＊

．

[
器
等
を
用
意
し
て
お
＜
o

[

る
サ
ン
の
木
ネ
ジ
は
ど
う
か
、
パ
テ
'

早
目
匠
避
離
さ
せ
る
。

町
森
林
組
合
宵
年
部
を
中
核
と
~
．i

⑱
避
難
命
令
が
で
た
ら
、
ま
ず
火
の
i

創
水
び
た
し
に
な
っ
て
、
一
面
海
に
[
は
落
ち
て
い
な
ぃ
か
o

ガ

ラ

ス

の

の

肱

几

強
化
拡
充
。

て
＂
し
て
集
国
作
業
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
~
，

な
っ
た
と
き
は
、
知
ら
な
い
道
は
~
み
込
み
が
少
く
、
は
ず
れ
か
か
っ

し
．
始
未
を
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
し
め
、
~

Q

内
容
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
~
例
森
林
施
業
酎
励
団
地
施
業
契
約
の

＂
い
る
と
き
は
危
険
だ
か
ら
取
り
替
え
玉
ュ
す

決
し
て
一
人
歩
き
し
な
い
。

・
戸
締
り
を
完
全
に
す
る
。

~
り
で
あ
り
ま
す
か
、
団
地
の
選
~
促
進
。

釘
夜
間
匹
は
懐
中
電
燈
等
が
必
要
で
て
お
い
た
方
が
よ
い
。

て
お
く
。

i

匈
泣
甥
帯
品
ど
し
て
は
、
非
常
食
糧
(
[

・
定
、
調
査
、
計
画
、
実
施
の
段
．
＆
集
団
作
業
の
な
か
み

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
道
具
は
で
＆
カ
ベ

険

が

あ

る

地

城

少

な

く

て

も

2
食
）
、
飲
飲
料
水
・

き
る
だ
け
身
匠
つ
け
て
お
く
。
~
釦
建
物
は
風
向
き
の
妻
ヵ
ベ
、
朝
裏
[
う
陪
て
関
係
者
の
御
協
力
が
な

v
[

①
伐
木
｀
集
運
材
の
全
面
委
託
販
売

で
い
る
人
は
、
避
雖
の
時
．
医
薬
品
、
貴
重
品
、
印
鑑
、
着
が

）
泳
ぎ
に
自
信
が
あ
っ
て
心
、
木
材
[
の
小
カ
べ
か
多

v被
害
を
受
け
る
ぃ
卜
6

て
は
進
み
ま
せ
ん
の
で
ヽ
深
い
[
を
行
な
う
o

の
準
伽
と
し
て
次
の
も
の
を
用
意
え
の
衣
料
、
夜
間
に
は
懐
中
電
焙
．

8‘

＂
似
保
育
作
業
の
雇
用
労
力
に
依
存
す

[
や
畳
か
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
き
て
危
＂
の
で
、
芯
ま
で
土
カ
ペ
で
な
＜
‘
[
し
御
理
解
を
い
た
ゞ
き
ま
す
よ
う

し
て
ぉ
＜
o

[

な

ど

も

必

要

で

あ

る

。

｀

~
延
御
願
い
致
し
ま
す
。

9

る
林
家
は
組
合
へ
委
託
施
業
す
る
。

モ
ル
ク
ル
塗
り
侭
防
水
剤
の
入
っ
＂

、

メ

ッ

．

険

な

の

で

注

意

す

る

。

ト
な
ど
の
防
具
を
つ
け
、
で
き
る
「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
~
た
「
リ
シ
ン
」
を
用
い
て
舗
強
す
畑

1

計
画
の
ね
ら
い
糾
不
在
村
林
家
の
経
営
施
業
は
、
長

⑦
食
料
2
ー
3

食
分
と
飲
料
水
。
~
④
頭
匠
は
帽
子
、
頭
巾
ヘ
ル

④

ロ

ー

プ

，

乞
林
地
の
分
散
、
零
細
所
有
~

[
：
る
必
要
か
あ
る
。

]
台
風
時
の
風
に
対
す
る
備
え

＠
下
潅
1
ー

2

着
・
だ
け
衣
類
で
お
お
う
よ
う
匹
す
る
。
~

~
仰
板
ヵ
ベ
鰐
下
地
の
サ
イ
か
あ
ら

i
固
形
態
は
林
業
振
興
上
の
問
題
[

"
1
 

ー
ト
ル
程
度
の
竹
ま
た
は
~
（
素
足
や
裸
は
危
険
で
あ
る

o
)
[

．
屋
根

ー
で
あ
る
の
で
、
こ
の
計
画
に
i

＠
詞
メ

―-n 

＜
板
の
上
め
ク
ギ
が
少
な
い
と
風
i

[
卸
単
独
行
動
は
さ
け
、
責
任
者
を
中
~
釦
カ
ワ
ラ
ぶ
き
の
場
合
は
、
風
向
き
~

棒
0

`

未
よ
っ
て
合
理
的
な
作
業
を
計
[

．
に
も
ぎ
は
ぎ
き
れ
る
こ
と
か
あ
る
。
i

函
重
要
品
、
貴
重
品
、
印
鍋
な
ど
．
心
佼
老
人
や
子
供
を
先
化
し
て
、
~
の
軒
先
、
妻
ガ
ワ
ラ
、
棟
ガ
ワ
ー
タ
[

・
風

E
Eは
押
し
つ
け
る
だ
け
で
な
く
~
仔
画
、
推
進
し
、
林
家
の
所
得
．

＆
風
か
駿
っ
て
き
た
と
き

i

家
族
ま
た
は
隣
近
所
そ
る
っ
て
避
[
反
対
側
の
棟
に
近
い
カ
ワ
ラ
は
ヽ
~
、
逆
に
釦
っ
張
る
力
も
働
く
こ
と
を
[
凹
向
上
と
地
域
林
業
の
振
興
を
・

i

は
ぎ
と
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
~

い
水
害
の
姦
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
次
i

難
す
る
よ
う
に
す
る
。

．
で
、
十
分
調
べ
て
、
し
は
っ
た
り
~
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ク
イ
か
ゆ
[
未

a
tる
危
の
で
ぁ
少
ま
す
o
~

の
よ
う
に
す
る
こ
と
。
＂

i噌
ま
た
、
浸
水
地
城
か
ら
避
雖
す
る
~

・
る
ん
で
浮
き
上
っ
た
り
、
止
め
ク
[
来

2
集
団
作
業
の
目
的

R
畳
を
高
い
台
の
上
に
積
み
重
ね
[

s

場
合
は
、
誘
導
者
の
指
示
に
従
い
，
’
[
風
の
入
り
そ
う
な
と
こ
る
匠
シ
ッ
．

9

ク
イ
を
つ
め
る
な
ど
の
手
当
が
必
~
ギ
の
少
な
い
も
の
、
下
地
の
サ
ン
[
外
ぃ
労
働
ヵ
不
足
を
解
決
す
る
ハ

[
水
に
さ
ら
わ
れ
ぬ
よ
う
ロ
ー
プ
で
~

る。

~
が
浮
き
上
っ
て
い
な
い
か
を
調
べ
~
｀
た
め
の
森
林
組
合
作
業
班
~

＠
ク
ン
ス
は
引
き
出
し
を
抜
い
て
~
つ
な
ぐ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
~
要
で
あ
る
。
も

に
よ
る
施
業
の
実
施
。
[

.
）
ト
ク
ン
屋
根
の
と
き
は
、
そ
の
止

i

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
~

高
い
所
へ
姦
く
。
~
側
避
難
の
指
示
は
、
サ
イ
レ
ン
、
有

i
し
｀

~
仰
生
産
コ
ス
ト
の
引
き
下
け
と
林
家
~

i

め
方
を
よ
く
調
べ
て
、
止
め
く
ぎ
丁

4
へ
い

る
低
か
｀

⑰
押
し
入
れ
の
下
段
の
物
は
で
き
~
線
放
送
、
半
鐘
等
匠
ょ

~
の
少
な
い
も
の
は
亜
鉛
ク
ギ
を
増
~
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
へ
い
か
多
く
な
~
所
得
の

る
だ
け
上
段
へ
移
す
。
-
伝
令
や
ラ
ジ
オ
放
送
匠
よ
っ
て
行
＂

カ
ス
、
そ
の
他
の
~
な
わ
こ
と
化
な
る
の
で
、
十

i

し
て
し
っ
か
り
て
お
く
よ
う
~
っ
た
が
、
必
ず
鉄
入
れ
る
こ
と
ご
⑱
均
一
~

台

風

に

そ

な

え

゜

；
 

ー・

．．
 

一
団
地
の
大
き
さ

ー
谷
を
単
位
と
し
た
一

0
o
-
-
二

0
0
ヘ
ク
ク
ー
ル
位
と
す
る
。

.C
地
城
の
状
況
匠
よ
り
縮
少
す
る

合
も
あ
る
。
）

i, 



~
 

口

＂
の
元
凶
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
[
キ
ロ
(
一
ア
ー

J
V）
と
キ
口
~

い
る
か
、
こ
れ
は
全
く
の
ご
ま
か
し
で
~
当
た
り
九
、
八
九
八
円
、
に
運
搬

i
.

:
あ
る
こ
と
が
、
昨
年
の
据
え
お
き
で
に
費
の
う
ち
の
物
財
費
部
分
二
八
円
を
加
~

~
っ
き
り
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
要
求
米
価
え
て
、
九
、
九
二
六
円
の
要
求
価
格
を
~
予
約
謳
胴
官
で
の
由
＇
汎

l

~
つ
い
て
の
お
願
い

い
は
国
民
的
合
意
を
得
る
に
十
分
な
米
価
~
算
定
し
た
。

‘,'・ 

]
で
あ
り
、
諸
物
価
上
昇
に
見
合
う
適
正
~
円

8
 

：
め
て
半
調
保
存
食
の
活
え
~
囮
十
米
価
に
つ
い
丁
な
米
価
で
あ
る
。
き
び
し
い
情
勢
で
は
~
）
8
5

事

用

渥

）

．

．

~
て
み
ま
し
よ
う
。
冷
蔵
庫
か
有
効
に
使
国
農
励
生
産
者
あ
げ
て
の
連
に
も
；
あ
る
か
、
各
方
面
の
理
解
と
協
力
か
得
り
b麦
．i
t
~

購
買
諌
で
は
、
地
理
的
条
件
に
合
せ

い
わ
れ
る
よ
う
に
整
理
し
、
上
手
に
利
用
かA
わ
ら
ず
、
基
本
米
価
据
置
き
、
よ
;
9
れ
る
方
向
で
全
力
を
あ
げ
て
取
り
＜
~
た
産
口
”
二
て
予
約
販
売
を
主
体
に
推
進
し
て
お
り

｀
子
0

皆
さ
ん
方
か
ら
の
普
段
の
申
込

＂

い

生

＂

じ

）

り

）

当

4

.

丁
し
て
手
早
く
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
し
う
や
く
奨
励
金
と
し
て
実
質
二
、
七
笏
．
み
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

i

4
ぷ
嘉
物
は
二
週
に
一
回
の
割
の
集
配
を

ロ

は
麟
噸
厨
5
〗
(
[

ブ
ッ
プ
と
い
う
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
[
ま
た
足
立
農
協
米
穀
対
策
本
部
長
（
"
り
た

し
よ
う
。

~
ま

梅

な

ど

の

日

光

？

朝

―

―

・10分
、
昼
―
―

-0分
、

夕

食

に

一

し

た

。

以

下

閣

議

決

定

ま

で

の

経

過

等

事

全

中

副

会

長

）

も

「

米

価

を

据

え

お

い

[

て

ニ

判

用

し

て

配

達

を

致

し

て

お

b
ま
す
が

も
霙
配
日
か
忘
れ
勝
に
な
り
、
当
日
申
込

キ

円

強
い
直
射
を
受
け
る
と
樹
皮
が
枯
死
し
t

時
閾
と
最
低
こ
れ
位
の
時
間
は
料
理
を
；
も
参
考
に
書
い
て
見
ま
し
た
。
二
て
も
物
価
は
上
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
，
し
ロ
ァ
8
り
ロ

キ

°

9
た

い
か
°
米
価
か
物
価
、
賃
金
を
引
上
げ
~
ぅ
0
0
6
と
：
み
を
さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
す
が
、
朝
荷

ヽ`・・・・・：＇算．

ー
＿
―
嘩
6
2
)

量
~

6
 

次
い
で
木
質
部
か
露
出
し
て
著
し
く
樹
[
作
る
時
間
と
き
め
て
ぉ

vこ
と
か
大
切
、
●
喜
‘
●
ャ
＼
凡
且
且
託
臼
り
…
…
…

え

口

）

（

9
ち
又
・
・
作
り
で
混
雑
致
し
切
角
の
申
込
み
が
当

こ

勢
が
衰
え
る
。
~
で
す
°
[
二
俵
九
、
九
二
六
円
要
求

．．
 

1
-
；
ゐ
原
因
で
あ
る
と
の
宣
伝
は
、
全
く
当
~
（

価

6

0

格

i

認
叫
日
の
配
達
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
起

・

は

替

峠

{

,

ア

価

費

~
~
9を
得
て
い
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
~

直
射
日
光
で
樹
皮
の
温
度
が
五

0
度
~

□.， ．． 
、
．
一
歩
も
引
か
ぬ
構
え
｀
、
、
i

．

五

れ

わ

れ

は

米

の

生

産

調

整

に

も

、

羞

米

国

x

1

8

費
費
；
き
て
皆
さ
ん
に
御
迷
惑
が
か
ヽ
り
ま
す
。

c
程
度
に
な
る
と
日
焼
を
生
じ
る
と
り
[
:

□[□
国口

．．． 
＂
：
ー
●
協
の
経
営
的
問
題
を
も
顧
也
み
ず
、
食
・
求
円
口
佃
＋
搬
財
芸
．
し
た
が
っ
て
今
後
申
込
え
又
付
は
集
冗

•• 

‘芯"""．;＂"：＇●、

定

4

キ

円

運

物

、

，
 ．．．． 
菱ヽ
．．． 
。

．．．．． 
書

わ
れ
、
植
付
後
間
も
な
い
幼
木
の
枯
死
i

冷
日
焼
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
い
o

]

夏

秋

蚕

期

養

蚕

経

営

改

[

全

国

農

協

中

央

会

は

土

モ

門

東

京

管

の

根

幹

を

堅

持

す

る

た

め

た

協

ヵ

し

要

02

紅

本

98

（
・
日
の
前
日
ま
で
に
は
必
ず
連
絡
を
し
て

．

◇

0

8

3

注
贋
く
よ
う
に
姦
願
い
致
し
ま
す
。
家
畜

算

8

4

基

9

(

ホ
テ
ル
で
都
道
府
県
農
協
中
央
i

て
き
れ
°
わ
れ
わ
れ
の
要
求
は
農
家
か
i

土

壌

の

水

分

不

足

や

強

せ

ん

定

な

ど

忠

＂

華

口

運

動

実

施

に

つ

い

て

尻

坂

の

日
焼
の
主
な
要
因
で
あ
る
。

i
i

会
、
連
合
会
会
長
会
議
を
開
い
て
、
昭
こ
旬
の
人
な
み
侭
生
活
で
き
る
最
底
限
の
ぃ
•
]
飼
料
は
三
ヶ
月
ご
と
に
予
約
を
取
っ
て

◎

◎

 

•• 

各
月
ご
と
に
配
達
を
三
日
か
ら
一

0
日

ぃ
今
年
は
春
の
低
温
傷
害
に
よ
る
春
蚕
和
四
十
五
年
産
米
の
要
求
価
格
を
六

0
製
求
で
あ
る
。
要
求
米
価
実
現
の
た
め
へ

対

策

モ

ー

頃

迄

紀

行

な

っ

て

＇

（

；

す

が

、

へ

莉

贔

誓

ゃ

敷

烹

な

ど

匠

よ

り

、

土

叫

尻

芯

遅

れ

、

晨

言

璽

嘉

．

キ

ロ

（

一

俵

）

九

、

九

二

六

円

(

-

五

夏

誓

脊

な

得

ら

れ

る

よ

う

、

積

極

一

ー

メ

壌
の
乾
燥
を
防
ぎ
、
技
幹
の
日
光
直
射
5

遅
延
し
、
夏
秋
振
欺
に
ま
で
影
響
を
来
〔
〇
千
L

当
た
り
二
四
、
八
ニ
エ
刀
）
と
口
刃
区

P
R
し
て
い
き
た
い
。
」
と
、
そ
食
糧
管
理
法
第
三
条
、
第
四
条
の
都
合
で
多
少
遅
れ
る
時
も
起
き
ま
す
。

裏

け

る

部

分

匠

に

石

灰

乳

を

塗

布

す

：

た

し

て

い

ま

す

の

で

、

次

の

技

術

的

携

羨

定

、

い

よ

い

よ

本

格

鉛

な

米

佃

運

動

」

乙

決

冠

を

詔

っ

て

い

る

。

△

盈

三

条

①

米

歳

ノ

生

定

考

〈

命

令

宗

畜

の

飼

科

0
数

量

が

っ

る
。
ぃ
置
侭
つ
き
夏
秋
蚕
期
の
繭
増
産
に
努
め
展
開
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
要
~
農
協
米
対
は
要
求
米
価
決
定
後
、
街
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ
其
ノ
生
産
シ
ク
ル
だ
け
早
目
に
連

•
ま
し
よ
う
。
東
米
価
は
昨
年
の
“
据
え
お
き
米
価
”
二
頭
に
出
て
消
費
者
匹
訴
え
る
な
ど
積
極
米
穀
ニ
シ
テ
命
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
モ
ノ

~
一
、
桑
の
病
虫
害
防
除
：
よ
り
も
＝

l
o
忘
二
％
（
昨
年
の
決
定
米
~
的
にP
R

し
、
ま
た
六
月
二
日
忙
は
、
ヲ
政
府
二
売
渡
ス
ベ
ン
。

短
い
時
間
で
料
理
を
＂
ぃ

六

月

下

旬

l
七
月
上
旬
頃
に
な
る
五
匹
は
一
五

0
キ
ロ
当
た
り
二

0
、
六
四
二
東
京
の
台
東
体
育
館
に
約
四
千
人
の
農
②
前
項
ノ
場
合
二
於
ケ
ル
政
府
ノ
買

．
と
、
芯
止
ク
マ
バ
エ
、
カ
ミ
キ
リ
虫
〔

0
円
）
上
回
っ
て
い
る
。
〗
協
組
合
長
を
集
め
て
大
会
を
開
き
、
要
入
ノ
価
格
〈
政
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ

つ

く

る

た

め

に

ぃ

~
等
が
発
生
す
る
の
で
、
カ
ー
B

粉
剤
~
と
く
に
こ
と
し
は
昨
年
の
米
価
据
え
二
求
米
価
貫
徹
ま
で
運
動
を
展
開
し
て
い
生
産
費
及
物
価
其
ノ
他
ノ
経
済
事
情
ヲ

ア
ー
ル
当
り
三
キ
ロ
撒
布
し
玉
き
、
米
の
生
産
調
整
の
実
施
な
ど
、
；
‘
゜
「
方
全
国
農
業
会
議
所
で
も
十
三
参
酌
シ
米
穀
ノ
再
生
産
ヲ
確
得
ス
ル
コ

最
近
は
手
不
足
で
農
業
侭
追
わ
れ
‘
[
を

-
0

テ
之
ヲ
定
ム
。

農
家
の
健
康
管
理
に
心
を
く
は
る
う
と
i

防
除
し
て
下
さ
い
。
五
米
価
を
め
ぐ
る
条
件
は
き
び
し
い
が
、
；
日
、
農
業
会
議
会
長
会
を
開
き
、
一
五
ト
ヲ
旨
ト
シ

こ
の
要
求
米
価
を
決
定
す
る
化
当
た
っ
〖
〇
キ
ロ
ニ
四
、
八
一
五
円
の
要
求
米
価
△
第
四
条
①
政
府
ハ
其
ノ
買
入
レ
ク

思
っ
て
も
、
食
生
活
は
つ
い
つ
い
ぉ
る
~
細
菌
病
が
発
生
し
た
る
桑
園
は
ポ
ル

そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
~
ド
液
に
て
ニ
ー
＝
＿
回
消
毒
を
行
な
っ

}
J、
宮
脇
全
中
会
長
は
、
「
米
の
過
剰
：
を
決
め
た
。
ル
米
穀
ヲ
第
八
条
ノ
ニ
第
二
項
ノ
販
売

効
率
的
に
、
効
果
的
に
食
事
の
準
備
を
~
て
下
さ
い
。
公
圧
厚
を
理
由
忙
食
管
制
鹿
の
幹
根
が
お
~
し
か
し
、
政
府
は
据
置
き
の
方
針
で
業
者
（
注
・
登
録
）
又
ハ
政
府
ノ
指
定

す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
献
立
を
こ
一
、
条
園
の
干
害
防
止
五
～
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
政
府
は
昨
．
あ
り
、
結
局
「
稲
作
対
策
費
」
を
ど
う
ス
ル
者
二
売
渡
ス
モ
ノ
｝
ス
。

立
て
て
苓
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
台
所
~
毎
年
七
月
下
i

八
月
中
旬
に
か
け
匡
＇
、
農
民
所
得
の
維
持
は
配
慮
す
る
か
：
上
積
み
す
る
か
が
焦
点
と
み
ら
れ
る
。
＠
前
項
ノ
揚
合
二
於
ケ
ル
政
府
ノ
売

は
き
も
ん
と
整
理
し
使
い
易
い
配
置
や
~
て
一
番
桑
の
成
長
の
盛
ん
な
時
期
匠
ら
、
米
の
生
産
調
整
に
協
力
せ
ょ
と
わ
[
な
お
こ
と
し
の
要
求
米
価
の
算
定
方
渡
ノ
価
格
ハ
政
令
ノ
定
ム
ル
所
二
依
リ

~
干
害
を
受
け
る
の
で
、
七
月
上
旬
ま
五
i
わ
れ
V
c要
請
、
止
む
な
く
協
力
す
る
二
式
は
、
昨
年
ま
で
の
所
得
均
衡
方
式
を
家
計
費
及
物
価
其
ノ
他
ノ
経
済
事
情
ヲ

置
場
所
の
工
夫
も
し
て
み
ま
し
よ
う
。

次
に
材
科
か
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
準
備
~
で
匠
敷
草
を
充
分
行
な
っ
て
の
盃
～
た
ち
と
な
っ
た
。
に
も
か
ヽ
わ
ら
ず
：
や
め
て
、
「
生
産
費
、
所
得
補
償
方
式
参
酌
シ
消
費
者
ノ
家
計
ヲ
安
定
七
シ
ム

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
特
匠
農
繁
期
~
被
害
を
防
止
し
て
下
さ
い
。
五
佐
藤
首
相
は
“
米
価
の
水
準
は
こ
れ
を
」
に
よ
る
八
〇
笏
バ
ル
ク
ラ
イ
ン
を
設
定
ル
コ
リ
ヲ
旨
ト
シ
テ
之
ヲ
定
ム
。

ニ
ー
＿
―
-
日
分
注
と
め
て
計
画
[
箪
え
ぉ
V
“
と
所
信
表
明
で
述
べ
て
い
~
一
O
ア
ー

J
V当
た
り
の
薔
了
八

O
ヽ

物
を
し
た
り
、
一
度
に
ま
と
~
玉

7••• 

0

生

米

価

の

値

上

げ

が

諸

バ

）

二

四

円

を

算

出

、

八

一

の

栞
樹
の
一
日
焼
防

農

→ 

り

S 4 5. 6. 2 O 

米
価
の

こ
っ
,
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し‘定

し
安
い
の
サ
を



実 用

農 薬 用 語 ィ ド

農薬の事故をなくそう

4合＿

農薬を実際使用される農家の方はもちるん，使用法を指毒される万

侭とって，農薬用語の正確な知職を身につけて姦くことは，ぜひと

も必要なことです。もっとも実用的な農薬用語の解説を，農業技術

研究所農薬科の福氷科長のご指導のもとに連載いたしております。

な苓，疑問な用語があったらご質間下さい。紙上でお答えします。

ぶ「 外
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n 
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浸透性殺虫剤

殺虫剤の中忙は植物の茎索（（（散布したり，

樹幹に塗布し，あるいは根の周辺の土壌（（（施

用すると，植物体侭吸収されて全体に浸造移

行し，殺虫力を発輝するものかありますoこ
(l.)ような殺虫剤は「浸透性殺虫剤 (ey8t-
emic insecticide)」といわれ，王

としてアプラムシ類，ハダニ類，カイガラム

シ類，ウンカ類，ョコバイ類など吸汁性害虫

侭有効です。

一般に浸透移行性は植物の生育の盛んな時

期に大であり，効力の持続期間も長いものか

多いようですo有板リン殺虫剤のジメトエー

卜剤，メカルバム剤（ペスクン），エチルチ

オメトン剤（ダイシストン，；ェカチン TD)

B S B0剤（エストックス）， IPSP斉I」(

PSP204)，バミドチオン剤（エカチン）

DA国 P剤（アミホス），メチルジメトン剤

（改良メクシストックス），ホルモチオン剤

（アンチオ），メナゾン剤（サヒゾン），有

桧フッ素殺虫肖IJ(l)モノフルオル酢酸アミド剤

（フッソーJレ）， MNFA斎り（ニッソール）

などか浸透性殺虫剤として知られてい注す。

これらの薬剤の中には人畜匹対する毒性が

比較的強いものがあり，とくにフッソールは

特定毒物に指定されていますので，取扱いに

は注意が必要です。また，カーパメート系殺

虫剤のNAO剤（デナポン）， MIPC剤(

ミプシン）， PHO剤（サンサイド）， BP

MC剤（バッサ）なども浸透移行性を有して

おり，ウンカ，ョコバイ類に対して水面施用

剤として用いられていますo

殺虫剤の速効性，遅効性

殺虫剤を施用した場合，その殺虫効力のあ

らわれ方つまり殺虫速度の速いものを速効性

の薬剤といい，比較的遅いものを遅効性の薬

剤といっています。有機リン殺虫剤は一般的

に速効性ですが，有扱塩素殺虫剤は遅効性で

すo有根塩素殺虫剤の中ではBHOはDDT

よりも速効性で，アルドリンやエンドリン，

ティルドリンなどのドリン剤はDDTよりさ

らに遅効性です。

カーバメート系殺虫剤の中ではNAO剤（

デナポン）は他のものよりやや遅効性といえ

ます。このような殺虫効力のあらわれ方の迦

速は，薬剤の性質，薬済1」の昆虫体内への吸収

体内侭おける活性化，神経や酵素に対する作

用力など殺虫剤の昆虫に対する作用の檄椙の

相達によるものと考えられますo殺虫速度の

比較は，処理した個体の50伶が落下仰転す

る1!C要する時間 (KT50)で示されます。

一見，速効性のもの匠ど殺虫力が強いよ9に
思われますが，殺虫速度IfC殺虫力の強さとは
必ずしも並行しません。処理後短時間のうち

に測定すると，速効性のものtまど殺虫力は大
となりますが，処理後24~4 8時間たって

から胴ぺると，遅効性のものが速効性のもの

より高い殺虫率を示すことかあり．，実際の防

除に姦いても，速効性が強く要求される場合

もありますが，全体的な防除効果の確実さが

より重要な場合が多いことも忘れてはなり逹

せん

＜農業技術研究所々員＞農博・浅川
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しも’

あなたのと家族を支える”目1{C見えない力，， こ

れが農協のみのり共済です。あなたか万一のとき

ご加入金額の 3倍． 4倍の大きな保障をいたし#o
たとえば4倍コースに300万円ご加入の場合（交

通事故などの災害法定伝染病で万ーの時には）

1,200万円お払いします。小さな掛金で大き滋呆

障，みのり共済は責任あるあなたのと家族の保障

を第一に考えた 1,000万円保障時代にピックリのし
くみですo

みのり共済ならこんなに有利

0大型保障のわり匠掛金がグンと
安くなっていまナs

0 3回目の払い伏みから割りもど
し金（配当分）がつき，掛金が
毎年安くなっていきます。
0所得税，地方税，相続税が安く
なります。

0万ーに備えながら，財産づくり
も楽しめます。

青

みのり共済

農協の共済
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